
沖
縄
・
日
本
の
歴
史
年
表
（
１
４
２
９
～
１
９
４
５
） 

青･

琉
球･

沖
縄
の
で
き
ご
と 

黒･

日
本
国
内
の
で
き
ご
と 

赤･

国
外
及
び
対
外
的
で
き
ご
と 

紫･
日
本
軍
に
よ
る
空
襲 

緑･

日
本
へ
の
空
襲 

１
４
２
９ 

琉
球
王
国
成
立 

１
６
０
９ 

島
津
藩
に
よ
る
琉
球
王
国
侵
攻 

 
 
 
 

 

現
在
の
那
覇
市
に
在
番
奉
行
設
置 

１
８
５
３ 

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
ペ
リ
ー
那
覇
に
来
航
・
浦
賀
来
航 

１
８
５
４ 

琉
米
修
好
条
約
に
調
印 

１
８
５
５ 

フ
ラ
ン
ス
帝
国
と
琉
仏
修
好
条
約
に
調
印 

１
８
５
７ 

オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
琉
蘭
修
好
条
約
に
調
印 

１
８
６
８ 

明
治
元
年 

戊
辰
戦
争
が
始
ま
る(

～
６
９
） 

１
８
６
９ 

版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
る 

１
８
７
１ 

日
清
修
好
条
規
を
結
ぶ 

廃
藩
置
県
を
行
う 

１
８
７
２ 

日
本
政
府
が
琉
球
藩
を
設
置 

(

外
交
権
を
失
い
日
本
の
一
部
に
～
琉
球
処
分) 

１
８
７
３ 

徴
兵
令
を
出
す  

地
租
改
正
条
例
を
出
す 

１
８
７
４ 

民
選
議
員
建
白
書
を
提
出
す
る 

台
湾
に
出
兵
す
る 

佐
賀
の
乱
が
起
こ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
７
５ 

朝
鮮
で
江
華
島
事
件
が
起
こ
る 

出
版
条
例
改
正
・
新
聞
紙
条
例
・
讒
謗
律
制
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
７
６ 

日
朝
修
好
条
規
を
結
ぶ 

神
風
連
の
乱
・
秋
月
の
乱
が
起
こ
る 

１
８
７
７ 

西
南
戦
争
・
萩
の
乱
が
起
こ
る 

１
８
７
９ 

廃
藩
置
県
に
よ
り
琉
球
を
沖
縄
県
と
す
る 

 
 
 
 

 
(

琉
球
処
分
・
琉
球
王
国
消
滅) 

１
８
８
０ 

集
会
条
例
を
出
す(

集
会
・
結
社
規
制
） 

１
８
８
１ 

国
会
開
設
の
詔
を
出
す 

１
８
８
２ 

軍
人
勅
諭
を
出
す 

福
島
事
件
が
起
こ
る 

朝
鮮
で
壬
午
軍
乱
が
起
こ
る 



１
８
８
３ 

鹿
鳴
館
が
完
成
す
る 

１
８
８
４ 

秩
父
事
件
が
起
こ
る 

朝
鮮
で
甲
申
政
変
が
起
こ
る 

１
８
８
６ 
学
校
令
を
公
布
す
る 

         

沖
縄
県
下
で
義
務
教
育
令
施
行 

１
８
８
７ 

保
安
条
例
を
出
す(

自
由
民
権
運
動
弾
圧
） 

１
８
８
９ 

大
日
本
帝
国
憲
法
を
発
布
す
る 

 
 
 
 

 

第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
・
帝
国
議
会 

１
８
９
０ 

教
育
勅
語
を
出
す 

１
８
９
２ 

建
艦
詔
書
を
出
す 

１
８
９
３ 

「
琉
球
新
報
」
創
刊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
９
４ 

朝
鮮
で
甲
午
農
民
戦
争
が
起
こ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

日
清
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
９
５ 

日
清
講
和
条
約
を
結
ぶ(

下
関
条
約
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

三
国
干
渉
が
行
わ
れ
る 

台
湾
総
督
府
を
設
置
す
る 

１
９
８
８ 

沖
縄
県
で
徴
兵
令
施
行 

 
 
 
 
 
 
 

 

１
８
９
７ 

朝
鮮
が
大
韓
帝
国
に
改
称 

１
９
９
９ 

沖
縄
県
土
地
整
理
法
施
行
（
沖
縄
版
地
租
改
正
）  

１
８
９
９ 

軍
機
保
護
法
を
制
定
す
る 

 
 
 
 

 

先
島
諸
島
の
人
頭
税
廃
止 

旧
慣
温
存
政
策
終
結 

１
９
０
０ 

義
和
団
事
件
・
北
清
事
変
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

治
安
警
察
法
を
制
定
す
る 

１
９
０
２ 

日
英
同
盟
を
結
ぶ 

１
９
０
４ 

日
露
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
９
０
５ 

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
結
ぶ 

１
９
０
６ 

南
満
州
鉄
道
を
設
立
す
る 

１
９
０
９ 

沖
縄
県
議
会
設
置 

１
９
１
０ 

大
逆
事
件
が
起
こ
る 

韓
国
を
併
合
す
る 

朝
鮮
総
督
府
設
置 

１
９
１
１ 

関
税
自
主
権
を
回
復
す
る 

中
国
で
辛
亥
革
命
が
起
こ
る 



１
９
１
２ 

大
正
元
年 

 
 
 
 

 

第
一
次
護
憲
運
動
が
起
こ
る 

       

         

沖
縄
県
で
衆
議
院
議
員
選
挙
実
施 

中
国
南
京
に
中
華
民
国
が
樹
立
さ
れ
る 

１
９
１
４ 

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る 

日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦
す
る 

 
 
 
 

（
日
本
軍 
山
東
半
島
青
島
・
南
洋
諸
島
攻
略 

 
 

 
 
 

飛
行
機
に
よ
る
ド
イ
ツ
青
島
要
塞
・
市
街
爆
撃
） 

１
９
１
５ 

中
国
に
21
カ
条
の
要
求
を
出
す 

１
９
１
８ 

米
騒
動
が
起
こ
る 

シ
ベ
リ
ア
出
兵 

         

第
一
次
世
界
大
戦
終
結 

１
９
１
９ 

朝
鮮
で
三
・
一
独
立
運
動
が
起
こ
る 

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約 

(

日
本 

山
東
省
・
南
洋
諸
島
領
有) 

中
国
で
五
・
四
運
動
が
起
こ
る 

１
９
２
０ 

国
際
連
盟
に
加
盟
す
る 

１
９
２
３ 

関
東
大
震
災
が
起
こ
る 

１
９
２
４ 

中
国
で
第
一
次
国
共
合
作 

１
９
２
５ 

治
安
維
持
法
を
制
定
す
る 

男
子
普
通
選
挙
法
を
制
定
す
る 

１
９
２
６ 

昭
和
元
年 

１
９
２
７ 

第
一
次
山
東
出
兵
開
始 

１
９
２
８ 

治
安
維
持
法
を
改
正(

最
高
刑 

死
刑
） 

張
作
霖
爆
殺
事
件 

第
二
次
・
第
三
次
山
東
出
兵 

１
９
２
９ 

世
界
恐
慌
始
ま
る 

１
９
３
１ 

柳
条
湖
事
件
・
満
州
事
変 

 

 
 
 

 

（
関
東
軍
が
満
州
全
域
を
制
圧 

錦
州
爆
撃
） 

１
９
３
２ 

満
州
国
を
建
国
す
る 

満
蒙
開
拓
移
民
推
進 

 
 
 
 

 

第
一
次
上
海
事
変
が
起
こ
る 

 

 
 
 
 

 

五
・
一
五
事
件
が
起
こ
る 



１
９
３
３ 

国
際
連
盟
を
脱
退
す
る 

１
９
３
６ 

二
・
ニ
六
事
件
が
起
こ
る 

１
９
３
７ 

盧
溝
橋
事
件 

日
中
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 
日
独
伊
防
共
協
定
を
結
ぶ 

 
 
 
 

 

通
州
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

第
二
次
上
海
事
変
が
起
こ
る 

 

渡
洋
爆
撃(
上
海
・
南
京
・
揚
州
・
九
江) 

         

南
京
占
領 
南
京
事
件 

１
９
３
８ 

国
家
総
動
員
法
・
電
力
管
理
法
を
制
定
す
る 

学
徒
勤
労
動
員 

重
慶
大
爆
撃(

～
４
３ 
２
１
８
回
）
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍 

（
重
慶
、
成
都
・
楽
山
・
自
貢
の
四
川
省
各
都
市
） 

１
９
３
９ 

重
慶
大
爆
撃 

五
・
三
、
五
・
四
空
襲 

 

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件 

国
民
徴
用
令
を
出
す 

ド
イ
ツ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻 

 
 
 
 

 

第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る 

１
９
４
０ 

日
本
軍
の
三
光
政
策 

重
慶
大
爆
撃 

百
一
号
作
戦 

日
独
伊
三
国
同
盟 

 
 
 
 

 

日
本
軍
北
部
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
進
駐 

 
 
 
 

 

国
民
優
生
法
・
国
民
体
力
法
を
制
定
す
る 

１
９
４
１ 

治
安
維
持
法
を
改
正(

準
備
行
為
・
予
防
拘
禁) 

国
防
保
安
法･

国
民
学
校
令･

防
空
法
改
正 

重
慶
大
爆
撃 

大
隧
道
窒
息
惨
案 

重
慶
大
爆
撃 

百
二
号
作
戦 

日
ソ
中
立
条
約 

 
 
 
 

 

開
戦
詔
書  

真
珠
湾
攻
撃
・
マ
レ
ー
侵
攻 

 
 
 

 

 
 
 

  

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
始
ま
る 

１
９
４
２ 

米
軍 

ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
空
襲 

（
東
京
・
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
・
名
古
屋
・
神
戸
） 

 
 
 

  

蘭
領
東
印(

現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア)

占
領 



ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
い 

 
 

     

ソ
ロ
モ
ン
海
戦
・
南
太
平
洋
海
戦 

         

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
い 

 
 
 
 

 
キ
ス
カ
島
上
陸
・
ア
ッ
ツ
島
上
陸 

 
 
 
 

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ポ
ー
ト
ダ
ー
ウ
ィ
ン
空
襲 

 
 

タ
ウ
ン
ズ
ヴ
ィ
ル
空
襲 

１
９
４
３ 

ア
ッ
ツ
島
玉
砕 

イ
タ
リ
ア
が
降
伏
す
る 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦 

 

学
徒
出
陣
が
始
ま
る 

１
９
４
４ 

サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
島
を
米
軍
が
制
圧 

 
 
 

   

米
軍 

北
九
州
初
空
襲
・
全
国
都
市
空
襲 

    
 
   

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
海
戦 

神
風
特
攻
隊
初
出
撃 

風
船
爆
弾
を
千
葉
県
等
か
ら
米
国
へ 

沖
縄
本
島
・
南
西
諸
島
に
日
本
軍
配
備 

空
港
・
基
地
建
設 

十
・
十
空
襲
（
奄
美
・
沖
縄
・
南
西
諸
島
） 

 

１
９
４
５ 

硫
黄
島
の
戦
い 

 
 
 

 
 

米
軍 

東
京
大
空
襲
・
全
国
都
市
空
襲 

         

米
軍
沖
縄
上
陸 

地
上
戦
が
行
わ
れ
る
（
沖
縄
戦
） 

 
 
 
 

 

ド
イ
ツ
が
降
伏
す
る 

         

沖
縄
戦
終
結(

６
／
２３)  

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
る 

 
 
 

  

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る 

 
 
 

  

ソ
連
が
侵
攻
す
る 

 
 
 
 

 

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る 

 
 
 

  

玉
音
放
送 

終
戦 

 
 
 

  

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
で
降
伏
調
印 

 
 
 
 

 

沖
縄
守
備
軍
降
伏
調
印
式
（
９
／
７
） 

 
 
 
 

 

沖
縄
・
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
心
と
し
た
連
合
軍
の
占
領
下
に 

 
 
 
 

 

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る 

 
 
 
 

 

国
際
連
合
が
成
立
す
る 

 
 
 
 

 

ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
が
続
く 

 
 
 
 

 

米
ソ
の
対
立
（
冷
戦
）
が
始
ま
る 



沖
縄
・
日
本
の
歴
史
年
表
（
１
９
４
５
～
２
０
２
１
） 

 

１
９
４
５ 

沖
縄
戦
終
結 

降
伏
調
印 

連
合
軍
占
領 

沖
縄
諮
詢
会
設
置
詢
会
諮
詢
会 

 
 
 
 

 
（
以
降
、
米
兵
に
よ
る
強
姦
・
強
盗
・
殺
人
多
発
） 

１
９
４
６ 

連
合
国
よ
り
ア
メ
リ
カ
軍
政
へ
移
行 

 
 
 
 

 

沖
縄
民
政
府
発
足(

志
喜
屋
孝
信
知
事) 

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る 

１
９
４
７ 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
２
・
１
ス
ト
中
止
を
命
令
す
る 

教
育
基
本
法
・
労
働
基
準
法
・
地
方
自
治
法
公
布 

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る 

１
９
４
８ 

Ｂ
円(

米
軍
発
行
の
軍
票)

以
外
の
通
貨
流
通
が
禁
止
さ
れ
る 

大
韓
民
国
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る 

伊
江
島
で
米
軍
の
弾
薬
輸
送
船
が
爆
発 

（
民
間
の
連
絡
船
が
巻
き
込
ま
れ
て
１
０
６
人
死
亡
） 

１
９
４
９ 

北
大
西
洋
条
約
機
構(

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ)

が
成
立 

 
 
 
 

 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国(

西)

・ 

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国(

東)

が
成
立
す
る 

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る 

１
９
５
０ 

琉
球
列
島
米
国
民
政
府(

米
統
治
機
関
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
発
足 

朝
鮮
戦
争
が
起
こ
る(

～
１
９
５
３) 

共
産
党
員
等
の
追
放
が
始
ま
る 

警
察
予
備
隊
が
発
足 

１
９
５
１ 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・ 

 
 
 
 

 

日
米
安
全
保
障
条
約
を
結
ぶ 

１
９
５
２ 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効 

 

沖
縄
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
下
に 

琉
球
政
府
が
設
置
さ
れ
る 

警
察
予
備
隊
が
保
安
隊
に
改
編
さ
れ
る 

１
９
５
４ 

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
が
被
爆
す
る 

 
 
 
 

 

自
衛
隊
法
と
防
衛
庁
設
置
法
が
成
立
す
る 

 
 
 
 

 

自
衛
隊
が
発
足
す
る 

１
９
５
５ 

第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

原
子
力
基
本
法
が
成
立
す
る 

 
 
 
 

 

由
美
子
ち
ゃ
ん
事
件(

６
歳
女
子
が
米
兵
に
拉
致
・
強
姦
・
惨
殺) 



１
９
５
６ 

日
ソ
共
同
宣
言
に
調
印
、
国
交
を
回
復
す
る 

 

 
 
 
 

 

国
際
連
合
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
る 

１
９
５
８ 

Ｂ
円
が
ア
メ
リ
カ
ド
ル
に
切
り
替
え
ら
れ
る 

 
 
 
 

 
首
里
城
跡
に
守
礼
門
再
建
始
ま
る 

１
９
５
９ 

米
軍
戦
闘
機
石
川
市
市
街
地
に
墜
落
、
宮
森
小
学
校
に
突
入 

児
童
１
５
６
人
と
住
民
５
４
人
が
負
傷
、
１
７
人
死
亡 

１
９
６
０ 

日
米
安
全
保
障
条
約
が
改
定
さ
れ
る 

日
米
地
位
協
定
調
印 

沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る 

高
度
経
済
成
長
政
策
が
進
め
ら
れ
る 

１
９
６
１ 

具
志
川
村
川
崎
に
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落 

２
人
死
亡 

１
９
６
２ 

最
初
の
原
子
炉
が
東
海
村
で
運
転
を
開
始
す
る 

１
９
６
４ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る 

１
９
６
５ 

日
韓
基
本
条
約
を
結
ぶ 

１
９
６
５ 

公
害
の
被
害
が
深
刻
化
す
る 

 
 
 
 

 

ア
メ
リ
カ
が
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
を
開
始
す
る 

        
 

隆
子
ち
ゃ
ん
事
件 

(

読
谷
村
で
米
軍
機
か
ら
ト
レ
ー
ラ
ー
落
下
、
下
敷
き
で
少
女
死
亡) 

６
０
年
代
後
半 

ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
に
よ
る
強
盗
・
ホ
ス
テ
ス
殺
し
続
発 

１
９
６
８ 

行
政
主
席
選
挙
実
施
（
屋
良
朝
苗
主
席
誕
生
） 

         

公
害
反
対
運
動
が
高
ま
る 

         

包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
が
結
ば
れ
る 

１
９
６
９ 

ニ
ク
ソ
ン
・
佐
藤
会
談
で
「
72
年
の
沖
縄
返
還
合
意
」 

１
９
７
０ 

大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る 

沖
縄
復
帰
を
見
込
み
、
日
本
国
政
参
加
選
挙
実
施 

 
 
 
 

 

コ
ザ
騒
動
（
コ
ザ
蜂
起
）
が
起
こ
る 

１
９
７
２ 

沖
縄
返
還 

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る 

 
 
 
 

 

日
中
共
同
声
明
を
発
表
し
、
国
交
が
正
常
化
さ
れ
る 

１
９
７
３ 

ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定 

ア
メ
リ
カ
軍
が
撤
退
す
る 

石
油
危
機
が
起
こ
る 

１
９
７
５ 

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催 

 
 
 
 

 

皇
太
子
明
仁
親
王
・
美
智
子
妃
訪
沖 

ひ
め
ゆ
り
の
塔
事
件 

         

第
一
回
先
進
国
首
脳
会
議
に
参
加
す
る 



１
９
７
８ 

日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ 

 
 
 
 

 

ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
摩
擦
が
激
し
く
な
る 

１
９
７
９ 

国
際
人
権
規
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

 
 
 
 

 
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
大
事
故
が
起
こ
る 

１
９
８
１ 

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
調
査
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

バ
ブ
ル
景
気
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

難
民
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
８
２ 

平
和
市
長
会
議
が
設
立
さ
れ
る 

１
９
８
５ 

女
子
差
別
撤
廃
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
８
６ 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
大
事
故
が
起
こ
る 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
る 

１
９
８
９ 

天
安
門
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
解
放
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

マ
ル
タ
会
談 

米
ソ
が
冷
戦
の
終
結
を
宣
言
す
る 

消
費
税
が
実
施
さ
れ
る
（
３
％
） 

１
９
９
０ 

東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
る 

１
９
９
１ 

湾
岸
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

ソ
連
が
崩
壊
す
る 

 
 
 
 

 

海
上
自
衛
隊
ペ
ル
シ
ャ
湾
掃
海
部
隊
を
派
遣
す
る 

１
９
９
１ 

バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
し
、
不
景
気
と
な
る 

１
９
９
２ 

国
連
平
和
維
持
活
動
協
力
法
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
）
成
立 

 
 
 
 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣 

１
９
９
３ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
発
足
す
る 

       
 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
派
遣 

１
９
９
４ 

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
９
５ 

沖
縄
米
兵
少
女
暴
行
事
件
（
12
歳
の
少
女
拉
致
・
暴
行
） 

 
 
 
 

 

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き
る 

 
 
 
 

 

人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
９
６ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ゴ
ラ
ン
高
原
派
遣 

１
９
９
７ 

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
が
成
立
す
る 

 
 
 
 

 

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
が
開
か
れ
る 



１
９
９
９ 

通
信
傍
受
法
・
周
辺
事
態
法
・
国
旗
国
歌
法
・
情
報
公
開
法  

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
成
立
す
る 

拷
問
等
禁
止
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

２
０
０
０ 
児
童
虐
待
防
止
法
・
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
・ 

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
成
立 

少
年
法
改
正 

２
０
０
１ 

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
機
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
突
入 

 
 
 
 

 

ア
メ
リ
カ
な
ど
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
爆
撃
す
る 

 
 
 
 

 

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
・
Ｄ
Ｖ
防
止
法
成
立 

 
 
 
 

 

海
上
自
衛
隊
イ
ン
ド
洋
派
遣 

         
 
 
 

  

２
０
０
２ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
派
遣 

２
０
０
３ 

イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

イ
ラ
ク
特
別
措
置
法
・
個
人
情
報
保
護
法
成
立 

 
 
 
 

 

有
事
関
連
３
法
成
立
（
改
正
安
全
保
障
会
議
設
置
法
・ 

武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
・
改
正
自
衛
隊
法)

 

２
０
０
４ 

有
事
関
連
７
法
成
立
（
国
民
保
護
法
・
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
・ 

特
定
公
共
施
設
利
用
法
・
国
際
人
道
法
違
反
処
罰
法
・ 

海
上
輸
送
規
制
法
・
捕
虜
取
扱
い
法
・
改
正
自
衛
隊
法
） 

自
衛
隊
イ
ラ
ク
復
興
支
援
派
遣 

 
 
 
 

 

航
空
自
衛
隊
イ
ラ
ク
復
興
支
援
輸
送
航
空
隊
派
遣 

 
 
 
 

 

イ
ラ
ク
日
本
人
人
質
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

イ
ラ
ク
日
本
人
青
年
殺
害
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

普
天
間
基
地
所
属
ヘ
リ
沖
縄
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
墜
落 

２
０
０
５ 

日
本
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
催
さ
れ
る 

２
０
０
６ 

教
育
基
本
法
を
改
正
す
る 

２
０
０
７ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ネ
パ
ー
ル
支
援
団
参
加 

 
 
 
 

 

国
民
投
票
法
成
立 

少
年
法
改
正 

２
０
０
８ 

海
上
自
衛
隊
イ
ン
ド
洋
派
遣 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ス
ー
ダ
ン
派
遣 

 

新
テ
ロ
特
措
法
成
立 

少
年
法
改
正 

２
０
０
９ 

海
上
自
衛
隊
ソ
マ
リ
ア
沖
海
賊
対
策
部
隊
派
遣 

２
０
１
０ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
監
視
員
派
遣 

 
 
 
 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ハ
イ
チ
派
遣 



２
０
１
１ 

東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
福
島
原
発
で
大
事
故
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣 

２
０
１
２ 

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
成
立 

２
０
１
３ 
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
・ 

特
定
秘
密
保
護
法
・
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
成
立 

生
活
保
護
法
改
正 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
拘
束
事
件
が
起
こ
る 

２
０
１
４ 

少
年
法
改
正 
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決
定 

２
０
１
４ 

湯
川
遥
菜
さ
ん
・
後
藤
健
二
さ
ん
Ｉ
Ｓ
に
拘
束
さ
れ
る 

２
０
１
５ 

湯
川
遥
菜
さ
ん
・
後
藤
健
二
さ
ん
Ｉ
Ｓ
に
殺
害
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

安
田
純
平
さ
ん
シ
リ
ア
で
拘
束
さ
れ
る
（
２
０
１
８
解
放
） 

新
安
保
法
制
（
平
和
安
全
法
制
整
備
法
）
が
成
立
す
る 

(

改
正 

自
衛
隊
法
・
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
・
船
舶
検
査
活
動
法
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
辺
事
態
安
全
確
保
法
（
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
）
・ 

事
態
対
処
法
・
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
・
特
定
公
共
施
設
利
用
法
・ 

海
上
輸
送
規
制
法
・
捕
虜
取
扱
い
法
・
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
・ 

国
際
平
和
支
援
法
） 

 
 
 

  

２
０
１
６ 

与
那
国
島
に
自
衛
隊
駐
屯
地
を
新
設
す
る 

２
０
１
７ 

辺
野
古
基
地
建
設 

護
岸
造
成
工
事
に
着
手
す
る 

 
 
 
 

 

共
謀
罪
法
（
改
正
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
）
が
成
立
す
る 

２
０
１
８ 

辺
野
古
基
地
建
設 

土
砂
投
入
開
始
す
る 

２
０
１
９ 

辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
の
た
め
の
埋
め
立
て
の
賛
否
を
問
う
県
民
投
票 

奄
美
大
島
・
宮
古
島
に
自
衛
隊
駐
屯
地
が
新
設
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

石
垣
島
で
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
着
工 

 
 
 
 

 

中
村
哲
さ
ん
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃
撃
さ
れ
死
亡 

２
０
２
０ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
広
が
る 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
措
法 

２
０
２
１ 

馬
毛
島
で
自
衛
隊
基
地
建
設
に
向
け
て
環
境
ア
セ
ス
開
始 

 
 
 
 

 

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
６
法
成
立 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
措
法
改
正 

少
年
法
改
正 

義
務
教
育
標
準
法
改
正 

国
民
投
票
法
改
正 

土
地
規
制
法 

【
参
考
資
料
】 
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史
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